
グループ会社サイト・プロダクトサイト・

キャンペーンサイトなどを含めたライオン

グループのWebサイトのレスポンス改善と

セキュリティ向上

目的

高性能のCDNと高度なセキュリティをクラ

ウドで提供するサービスとしてCloudflare

を採用。グループ全体のサイトへの適用を

推進している。

ソリューション

新型コロナウィルス感染拡大の影響を受け

つつも順次展開を進めており、導入済みサ

イトにおいては最大でトラフィック量を

90%削減し、回線契約の見直しも進めてい

る。またオンプレミスのWAFをリプレース

し運用負荷も削減しつつ、セキュリティガ

バナンスを強化した。

効果

名称

所在地

事業内容

ライオン株式会社

東京都墨田区本所1-3-7

ハミガキ、ハブラシ、石けん、

洗剤などの生活用品メーカー

として知られるライオン株式

会社では、2030年に向けて

「次世代ヘルスケアのリー

ディングカンパニーへ」とい

う新たな経営ビジョンを策定。

経営ビジョンの実現に向けて

「より良い習慣づくりで、

人々の毎日に貢献する

（ReDesign）」というパーパ
ス

（存在意義）の下、変革を加

速させています。

ライオン株式会社様

Cloudflare導⼊活⽤事例

外部サーバーを含め、多数あるWebサイトのセキュリティと
レスポンス確保のためにCloudflareを導⼊
最大90%のトラフィック削減とセキュリティガバナンスを実現

ライオン株式会社では、グループ会社Webサイトのほか、ブラン

ドWebサイト、キャンペーンWebサイトなどが多数稼働し、これ

らのセキュリティの担保や、突発的なアクセス増に対するレスポン

ス対策などに課題を抱えていました。そこで、2019年12月に、こ

れらの課題を包括的に解決できるソリューションとしてセキュリ

ティ機能も備えるCDNサービス「Cloudflare」を導⼊。

各Webサイトに対するセキュリティガバナンスの確保とともに、

サーバの負荷軽減とトラフィック削減を実現しました。

オンプレミスのWAFでは
林立するWebサイトのセキュリティ確保が困難に

当初はそれぞれのサーバを管理してい

る担当部門などにセキュリティ対策を働き

かけていましたが、それも限界があるこ

とに気づいたといいます。「コストに対

する考えや、技術に対する知見などがそれ

ぞれバラバラであり、個別の働きかけで

は無理があるということがわかってきま

した。こちらから全体に網をかける形で

、セキュリティを守るシステムが必要だと

考え始めました。そうなるとオンプレミ

スでは限界があり、クラウド型WAFでセ

キュリティを守るしかないという考えに

至りました」（木場迫氏）。

多数の商品ブランドを持つライオン株式

会社では、Webプロモーション全盛の昨

今、ブランド単体や、短期間のキャン

ペーンWebサイトが多数構築さ

れ、その数は100にも及ぶといいます。

公式サイトはデータセンターやクラウド

インフラ上で運用されていますが、事業

部門が公開しているキャンペーン等の特

設サイトは、社内のレギュレーションと

合わないことも多く、社外のサーバサー

ビスや個別で契約したクラウドサーバを

使って構築されることが珍しくないとい

います。

統合システム部主任部員の木場迫栄一氏

は「公式サイトはデータセンタ内に設置し

たWAFでセキュリティを担保していまし

たが、外部サーバはもちろん守ることが

できません。しかし、 Webサイトを狙っ

たサイバー攻撃も珍しくない今日、仮に攻

撃を受けた場合、被害者である我々が加

害者になる可能性もあります。その場合

はライオンの名前で公開している限り、

当社に説明責任があります。したがって、

外部のサーバにも何らかの形でセキュリ

ティのガバナンスを効かせる必要がある

と考えていました」



ガバナンス強化のためにもCDNとクラウド型のWAFの組み合わせが必須だった

最大90％のトラフィックを削減。回線の見直しも

クラウド型WAFを導入し、それぞれのサイト

オーナーに使ってもらうためには、CDNとの

組み合わせが必須だったと言います。木場迫氏

は「セキュリティに関しては受益者負担だと考

えており、実際各サイトのオーナーにはコス

トを負担してもらっています。ただ、それだけ

では負担感から隠れてサーバを運用することも

考えられるのでメリットを用意する必要がある

と考えました。それがCDNです」。

同社統合システム部の椎名淳之氏は「当社の主

要な事業領域である一般用消費財事業のブラン

ドサイトやキャンペーンサイトでは、SNSと連

携したキャンペーンなどでスパイク的にアクセ

スが高くなります。

さらには関連するサイト、例えばそのキャン

ペーンの商品サイトにも影響が及ぶこともあり

ます。サイトオーナーとしてはアクセス集中に

よってレスポンスが落ちたり、サイトが落ちて

いたりしてしまっては困るので、それを緩和す

るCDNはメリットがあるのです」。

CDN＋WAFで一番魅力的なサービスがCloudflareだった

このような背景から、CDNとWAFが組み合わ

さったサービスを探し、Cloudflareを含め３

つのサービスに絞り込みます。

「３つのサービスを比較したところ、１つは

DNS機能がなかったため対象外となりまし

た。移行時にZoneApexを考慮する必要

があり、DNS機能は必須としておりました。

もう一つのサービスはコスト的な面、そして、

CDNとWAFが別々のサービスとして提供され

ており、あくまでこの２つをセットで提供した

い我々にとってはデメリットと判断し、結果的

にCloudflareを導入することにしました」（椎

名氏）

「Cloudflare選定後、導入ベンダーとして MKI

を含む複数社の比較検討を行い、想定して作っ

た導入プロセスに対して、作業分担、責任分担

を提案いただきました。その提案プランが一番

しっかりしていて、納得できたのがMKIでした

。」（木場迫氏）

ベンダー選定プロセスを経て2019年12月に契

約を締結。2020年1月から先行導入を初めまし

た。その後、4月までは順調に移行作業を進め

ていましたが、新型コロナウィルス対策を優先

させたため、一旦移行作業を停止、秋に移行作

業を再開しました。 2020年12月にはオンプレ

ミスのWAFを撤去、データセンタ内のサーバ

に関しては移行を完了したといいます。

椎名氏に導入効果を伺ってみると「CDNに関

して言えば、導入前の2019年12月と導入

後の2020年12月でデータセンタ内に設置して

いたWebサーバに対するトラフィックを比較す

ると、データ転送量は10%を切っていました。

つまり90%以上のレスポンスが CDNのキャッ

シュから返されたことになります。特にデータ

量の大きい画像はほぼ CDNから送信されてお

り、その効果を実感しています。

このため、本年（2021年）より社外公開向け

Webサーバー用の回線帯域を減らし、回線コ

ストを下げることができました」。

「コストに関していえば、Cloudflareの分はコ

ストが上がっていますが、回線コストの削減や

、一部の部門で使っていた他の CDNを

Cloudflareに移行したため、当社グループ全体

ではコストを下げることができました。さらに

は全社規模でのWebサイトのセキュリティ担保

ができるようになったため、安心感も増したの

で、導入の効果は十分出ていると思います」（

木場迫氏）。



MKIからは望む形のサポートを得られた
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【本製品サービスに関するお問い合わせ先】

共創営業本部 マーケット推進部

E-mail： cloudflare-dg@mki.co.jpwww.mki.co.jp

サポートに関して木場迫氏は「当初からスキル

トランスファーを意識した形でのサ ポートを

お願いしていました。つまり、導入当初は厚め

に、一定期間が過ぎたら薄く長くという形です。

この通りにしっかり やっていただいたので、

運用で困ることはあまりありませんでした」。

「Cloudflareは使い方もさほど難しくないので、

あまり問い合わせすることはありませんが、問

い合わせたときにはレスポンスよく対応してく

れるので特に不安はありません」（椎名氏）。

今後について木場迫氏は「私が担当になって数

年が経ちますが、いろいろなものをできるだけ

シンプルな運用にできるように推進しています

。その背景には、Web含めて ITはますます進

化していく一方で、製造業である当社がITに費

やすことができる

「人・物・金」といったリソースは限られてい

ます。したがって今回のCloudflareのように

CDNとWAFを統合することで、使う道具を減ら

して効率的な運用を目指していくということは

重要だと考えています。

その一方で、電気・水道・ガス以上に重要なイ

ンフラとなりつつあるインターネットを、いか

に安全に、安定的に提供するのかというのが我

々基盤担当の使命であり、それを実現するため

のツールをいかに用意し、使っていくかという

点も重要だと思っています。MKIには今後もそ

のような点で支援をしていただくことを期待し

ております」

ライオン株式会社

統合システム部 主任部員 木場迫(こばさこ) 栄一氏（左）

統合システム部 椎名 淳之氏（右）
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